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1 . 本書は、千葉県八千代市下高野 553番地に所在する下高野新山遺跡と市内萱田 442番地の

一部に所在する菅地ノ台遺跡の確認調査及び一部本調査、萱田 439-4番地に所在する菅地

ノ台古墳の本調査に係る調壺報告書である。

2. 調査は、昭和63年度国1車補助事業として計画、実施した。尚、下高野新山遺跡は、隣接地

区において昭和61年 8月～同年11月に亘って確認及び本調査を実施している。（事業者負担）

また菅地ノ台古墳は、昭和62年12月に周溝の一部について調査を行っている。

3. 発掘調査は、昭和63年12月12日～同年12月15日にかけて下高野新山逍跡、 12月16日-12月

24日及び平成元年 3月16日-3月21日にかけて菅地ノ台遺跡、 12月26日～平成元年 3月11日

にかけて菅地ノ台古墳について各々実施した。

4. 土器については、黒色処理を施したものを墨アミで、繊糾を含む土器の断面にはドノトス

クリーンで、須恵器は断血を命りつぶして各々表示した。

5. 本書中においてGr、Trと表記したものは、それぞれグリ／卜、トレンチと読むものとする。

6. 本書の出土遺物の実測、写真撮影は、森が行った。

7. 本書の執筆及び編集は、森が行った。
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1 . 発掘調査に至る経過（第 1図）

下高野新山遺跡は、昭和63年 7月に心和会八千代病院理事長他井元吉氏より文化財の所在の有

無にかかる照会を受けた。下高野字新山 553番地の1408面について病院の増設を予定していると

の事であり、これを受けて巾教育委員会では、事前踏査を行った。現況は山林であったか、当絃

地の隣接地において昭和61年八千代市遺跡調杏会により発掘調査か実施され炉穴玲遺構が検出さ

れているので遺構の広がりが照会地に及び可能性か十分に考えられた。同年 9月に埋蔵文化財か

所在する旨を相手方に通知した。その後二者協議により現地での変更がむすかしい点から確認調

査を実施することとなった。現地の伐採及び下草刈り、基準点の設定等の準備か整い昭和63年12

月12日～同年12月15日に亘り確認調査を実施した。 （分布地図No.92)

菅地ノ台遺跡は、昭和63年 7月に長岡長信氏より文化財の所在について照会が提出された。萱

田字菅地ノ台 442番地の 991面について農地造成を予定しているとの事である。照会地は（財）千葉

県文化財センターにより調査された権現後遺跡に隣接しており遺構の可能性か十分考慮さ

れた。現況は、荒蕪地であったため 3ポイントにおいて試掘を実施した。遺構は確認できなかっ

たが、各地点より土師器（古墳時代、平安時代）の出土が見られ、土層の堆積も自然状態で良好

たったため埋蔵文化財が所在する旨を相手方に通知した。その後二者協議により、農地造成かや

むを得ない点から確認調査を実施することとなった。現地の下草刈りをお願いし準備か整ったの

で昭和63年12月16日～同年12月24日に亘り確認調査を実施した。 （分布地図Nol79) 

菅地ノ台古墳は、昨年度昭和62年12月に、金子米蔵氏の自宅建設にかかる緑緯により周溝の一

部について調査を行った。その際の協議により次年度に墳丘部分及び周溝についての調査を実施

する形て両者の合意が成立していたため今年度の調査となった。地主である金子善ー氏との協議

において墳丘マウンドの撤去、周溝全掘を調査内容とした。主体部については、以前隣接した畑

部分より直刀か 2振り、発見された経緯かありそうした点を考慮し、検出された場合には、翌年

度調壺を行うことにした。墳丘部分の伐採をお頻いし昭和63年12月26日～平成元年 3月11日に亘

り調査を実施した。 （分布地図Nol80)

先に確認調査を行った菅地ノ台遺跡は、その一部について本調査を平成元年 3月16日～同年 3

月21日まで実施し、住居跡 2軒を完掘した。

以上四遺跡か国庫袖助事業の対象となり得るか県教育庁文化課に間い合わせ内諾を受けたのち

各々について協議を進めた。予算は、国庫補助事業として国より 200カ円、県より 100万円を得

て総額400万円の範囲において計画実行した。
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2. 遺跡調査の概要

a . 下高野新山遺跡（第2・3図 図版 1)

遺跡の立地 下高野新山遺跡（分布地図No92) は、八千代市北部を西流する新川に至る小支谷

の最奥部に近い標高22-24mの台地上に位置する。本遺跡は前述したが、昭和61年 8月-11月に

かけて確認及び本調査を実施している。その成果は、炉穴（縄文早期） 16口、地下式坑（中世？）

4桔、土塙（時期不明） 2口、古墳（周溝有） 1基である。その他か確認調在のみで保存されて

いる遺構では方形周溝状遺構が 1基確認されている。（注 1)

調査の方法と経過 調査は、前回の調査との互換性に留意して公共座標系によるグリソド、ト

レンチ法をとった。 20m方眼を大グリッドとし、そのグリ、ノド内に 2mX4mの基本トレンチを

配し遺構確認を行った（第 2図(2))。経過は、昭和63年12月10日-12月15日の期間内をもって

行った。 10日器材搬入トレンチ設定、 12日-15日トレンチの掘り下げ、拡張トレンチの設定、掘

り下げ、セクション等実測図の作成を行い全作業を終了した。遺構確認は、 III層上面において遺

物、焼土、硬化面等変化の有無を確認したのちN層（ソフトローム層）まで掘り下げた。

調査の概要 本遺跡の層序は、第 I層褐色土層（表土層 根による侵食層）、第II層黒褐色土

層（枯性あまりなくパサパサする。ローム粒斑点状に含む。）、第III層褐色土層（ソフトローム漸移

層）、第N層（立川ローム層最上部）である。遺構は、住居跡 1軒、ピソト 5口か確認された。住

居跡は時期不明であるか、ピソト 5口の内 3口については、覆土中より縄文早期（茅山式期）土

器片か出土している (H8-5Gr、H78Gr、H612Gr)。この内 H7-8Grは覆土に焼土が含まれている

ので炉穴としての可能性も考えられる。掘り込みはいすれも II層中である。 J5-3Gr確認のピソト

2口については、出土遺物かなく時期不明である。この遺跡内出土遺物は、縄文早期を中心とし

た時期であるか、位置的には、 H6-12Gr付近より南側部分で多く出土している。また層位は、 II

層中位より出始め下位から III層上面での出土が顕著である。以下個々の遺物について記す。本遺

跡では、縄文早期条痕文系土器群を中心としているが、 1は撚糸文系の口唇部である。 2-11は、

条痕文系土器群を一括したか、この内 2-7は、隆線と沈線により構成された一群である。 8は、

相い条痕を施すもので、本遺跡ではこのタイプか主体的である。 9は、縄文を施文するもので、

多量の繊維を含んでいる。 12は、河原石を加工して石斧としたものと考えられるか、一面は、自

然面を残している。

小 結 本遺跡では、遺物の出土量に相違して遺構の密度か希薄であった。唯だ主体となる

住居群、ヤャンプ地か近くに存在することは十分考えられ、今後解明していくこととなろう。

注 1 昭和62年度埋蔵文化財発掘調壺抄報
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b. 菅地ノ台遺跡（第4図 図版2)

遺跡の立地 菅地ノ台遺跡（分布地図No.179)は、新川西岸の標高約22mの台地縁辺部に位置す

る。隣接地区は、萱田地区土地区画整理事業に伴う事前調壺が（財）千葉県文化財センターによっ

て実施されている。権現後遺跡では、弥生時代後期、歴史時代の住居跡を中心として各時代に亘

って遺構が確認されている（注 1)。また同じ台地上のヲサル山遺跡においては、弥生終末期～古

墳時代初頭の住居跡を中心として縄文時代、歴史時代の遺構が確認されている（注 2)。

調査の方法と経過 本遺跡は、隣接地区の知見から集落跡（奈良• 平安時代主体）としての性

格が強いと考えられたので、おおむね南北方向に調査区を設定し、 20m方眼を大グリッドとし、

10mピッチで2mX4mのトレンチを設定して遺構確認を行った（第 4図）。確認面は、当初III層

上面において行い、変化がなければv層（立川ソフトローム面）まで掘り下げて精査した。調査

は、昭和63年12月16日-12月24日に亘って実施した。 16日トレンチ設定後掘り下げ、 17日-21日

基本トレンチの掘り下げ、 22日-24日トレンチ拡張、サブトレンチ掘り下げ、実測図作製を行い

全調査を終了した。

調査の概要 本遺跡の層序は、第 I層暗褐色土層（表土層）、第II層黒褐色土層（ローム粒少量

含み粘性あまりないが全体的にしまる。）、第III層暗褐色土層（ローム粒、黒色土粒混合層粘性若

干あり、しまっている。）第w層褐色土層（ソフトローム漸移層）、第v層（立川ソフトローム層）

となっている。遺物は、 II層中より出始めII層最下部からの出土が多い。 III層中からの出土は極

くまれである。時期は、平安時代の土師器、須恵器が主体であるが、明らかに遺構に伴わない状

態で遺物が出土した場合があった。遺構は、平安時代住居跡7軒、古墳時代中期住居跡 1軒、ピ

ット 5口、溝状遺構 1条を確認した。住居跡の規模は、平安時代のもので3-4m、古墳時代中

期のもので3m程度と小規模である。カマドは、 A3-9Gr において確認しているが、砂質白色土

を主体として白色粘士が少羅混じった状況である。煙道部は、三角形を呈している。住居跡の内

焼土、炭化材が確認されているものが、 A4-9Gr、A3-9Gr、B2-3Grの3カ所である。焼失家屋の

可能性も考えられる。ピットは、 B3-3Gr において確認した 4口については、各々 2口ずつ掘立

て柱建物跡としての可能性が考えられる。ピットの規模は、小さいもので40cm、大きなもので90

cm程度の円形を呈している。遺物は、小破片が多いが、須恵器では甕、坪形などの器形があり、

士師器では、杯、甕、蓋形等が見られる。 j:不、甕共ロクロ使用、未使用のものがある。ここでは

土師器蓋のつまみ部、くすべ焼成甕体部片、 j:不(?)底部に墨書したものを掲げる。

小 結 本遺跡は、平安時代を中心とした集落跡として位置づけられるか、隣接した権現後

遺跡との包括的な視野から考えていかなければならないと思う。

注 1 阪田正一他八千代市権現後遺跡 1984住宅・都市整備公団首都薗都市開発本部闘千菓県文化財センター

2 阪田正一他八千代市ヲサル山遺跡 1986住宅・都市整備公団首都圏都市開発本部帥千葉県文化財センター

- 7 -



十A 十 B

十2 ／ 

口

ビ 盲
十3 廿 > ヒコ

口 日
[] 口 四

十4 ＼ロ ~ ヒコ
こコ

゜
(1)遺構配置図

>11 ぎ

3 し
(3)遺物実測図

第4図 菅地ノ台遺跡実測図

¥/ /), ツ• ¥'O. \<~I 

(2)地形図

八千代市都市図 15~5 を賑載加箪

A3-I I 

A4-10 

(4)土層断面図

り~lm

- 8 -



C • 菅地ノ台古墳（第5、6、7、8図 図版3、4)

遺跡の立地 本古墳（分布地図NoJSO)は、南流する新川西岸に面する台地緑辺部に位置する。

標高は22-24mである。同じ新川西岸においては、上ノ山古墳(No244)、対岸縁辺部には、七百

余所神杜古墳(NoJ90)等が所在する。本古墳は、分布地図上においては、単独古墳となっている

か、 2基ないしそれ以上によって構成されるらしい。地権者である金子善ー氏の話によると、現

在所在する古墳から20-30m隔てた畑部分より刀が2振り出土したということである。墳丘封土

は、全く削平されてないか畑部分の微地形によっても若干高くなっているように見える。

調査の方法と経過 調査は、叶年度固溝の存在を確認しているので、周溝の範囲を確定する目

的で5、6、7、Trを設定した。また南北ライン、東西ラインに土層観察用土手を設定し四分割し

た各地区を 1-4区として遺物取り上げの目安とした。各トレンチにおいて周溝確認後、各地区

の現表土の掘り下げを行って固溝プラン及び主体部等の確認を行う。周溝、主体部等調査後、墳

丘封土の掘り下けを行う。 1・3区を人力で行い、 2・4区は重機を使用した。段階としては、

旧表土面において状況を確認し、最終的には、ソフトローム上面まで掘り下げを行った。経過は、

昭和63年12月26日～同64年 1月6Bまで5-7 Tr掘り下げ、昭和64年 1月7日～平成元年 1月16

日にかけて 1・2区墳丘面現表土掘り下げ、 1月17日-19日3・4区墳丘面現表土掘り下げ、 21

日-25日1-4区墳丘面、周溝プラン確認のため精査、 26日-30日1区周溝掘り下げ、 31日-2

月3日2区周溝掘り下げ、 4・6日2号土坑掘り下げ、 9日-15日3・4区周溝掘り下げ、 16日

-22日1区墳丘封土掘り下げ、 22・23日1・4区1号溝状遺構掘り下け、 27日-3月1日2-4

区墳丘封土掘り下げ（旧表土面まで）、 3月2-4日南北及ぴ東西セクションライン封土掘り下

げ、 6-9日セクション実測及びセクション用土手はすし、 10、11日バ／クホーによるソフトロ

ーム層での遺構確認及び調査、器材撤収をもって作業を終了した。

調査の概要 本古墳の層序については、第 8図に詳しいか、基本的には、 I層昭褐色土層（現

表土層） II層黒褐色土層（旧表土層 歴史時代・縄文時代土器包含層） III層賠褐色土層 N層褐

色土層（新規テフラ層 縄文早・荊期遺物包含層） V層賠褐色土層 VI層暗黄褐色土層（ソフト

ローム漸移層） VII層陪黄褐色土層（立）I[ソフトローム層）となる。縄文時代の遺物包含層は、

II層下部及びV層中に於いても確認されている。今回の調杏において検出した遺構は、古墳 l基

時期不明溝状遺構2条、平安時代土坑1口、縄文前期ピ／卜 1口である。

(1)古墳

①墳丘の構築（第 8図） 本古墳における構築法は、旧地表面の整地後、周辺部のカノティン

グ及び周溝掘削の排土を墳丘封土としたものであり、地形を利用した方法によって構築されてい

る。当初の地表面の整地は、十字セクションからの観察によれば凡そ23.3mを基準として整地面
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とされており堅く踏みしめられていた。周辺部のカッテイングは、各々基準点から北側では約4.8

m、西側でSm程度（想定）、東側で6.4mを測る。南側はカクランにより不明である。何れも II

層-v層を斜めに削っている。封土は、四方向の土層断面からは、若干積み上げに異なった部分

もあるが、おおむね褐色土と暗褐色土の互層とすることができる。暗褐色士は、非常によくしま

っており土の流失を考慮しているのではないだろうか。

②周溝（第 5図） 周溝は、昨年度の調査において確認しており、今年度の調査によって全周

することが確かめられた。溝断面はおおむね緩やかな逆梯形状を里しているが、 4区においては

墳丘側の一部と平担面側の全体について傾斜の強い立ちあがりである。確認面は、 N層上面で幅

2.4m -2.Sm、深さ0.3-0.5mを測る。遺存状態は、 1区においては、平坦面側の立ち上がりが

耕作によるカクランによって全体的に不明である。 2区では概ね良好であるが、一部 2号溝によ

り切られている。 4区では、 1号溝によって墳丘側の立ち上がりが一部切られる。溝覆士は、黒

褐色土を主体とする。下層において焼土層が確認されている。周溝内からの遺物は、 400点以上

であるが、そのほとんどが焼土層上であり、本遺構に伴うものではないと考えられる。

③遺物集中部分（第 7図 図版 3・4) WlOm地点を中心として須恵器大甕が破砕された状

態で出土した。ここは、周溝際の墳丘端部にあたり古墳築造に係る意図的な投棄と考えたい。

④埋葬施設 最終的に本古墳に係る埋葬施設は確認することはできなかった。当初墳丘精査時

点暗褐色粘土が散った状態で確認されたため、墳頂主体部を想定し墳丘封土から旧地表面(II層）

上面を目安として精査を行った。封土中において一部暗褐色粘上が確認されたが、明確な掘り込

みが見られなかったので、 III層上面まで掘りさげた。この精査によっても主体部は確認でぎなか

った。ただ粘土は、封士中に通有なものではなく築造時に容易に入手できないことから、粘土を

使用した施設が存在した可能性もある。なお墳丘全長は、周溝を含め22.Smを計測する。

(2) 2号土砿（第 6図）

1区墳丘精査時に確認したもので、長径2.45m、短径1.4mの楕円状を呈する。底面は、段状

を呈する。深さは、約 1.0mを計測する。覆土は、黒褐色土層と褐色土層の二層で遺物は黒褐色

士層からの出土が多い。

(3)その他の遺構及び遺物（第 5、6、7図）

1号ピットは、墳丘下v層中において確認した遺構で、 1.6Xl.lmの不整形を呈する。深さは、

0.25-0.3 m程度で、底面から 0.3m浮いた状態で焼土が堆積していた。 1、2号溝は、前年度

において確認した遺構なのでここでは割愛する。遺物は、須恵器大甕の口縁部及び 2号土壊出土

の土師器坪形士器を図示した。

小 結 墳丘及び固溝調査からは、埋葬施設の存在は確認することができなかった。今後この

周辺部の調査を実施する機会を得られたら何らかの痕跡が検出される可能性も考えられる。
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2号土拡平面実測図

1号ピソト平面実測図

第 6図遺構実測図 - 13 -
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S.P.EAST 24.10M 

S.P.NORTH 24. lOM 

VI 

臨丘墳丘下旧表土層(II層）

土層説明

墳丘封土 1-6 1 暗褐色土（ローム粒少量含み粒子細か(. さらさらしている。）

15-19 2. 掲 色 土（暗褐色士主体にローム粒・黒色土粒混入、 5-10"大ロームプロ 9ク少量含む。）

3 暗褐色土（黒色土粒主体にローム粒少量含む。帖性なく、しまっている。）

4 褐 色 土 I2層に類似、黒色土約の割合が多い。）
5. 息 色 士（胆色士粒、ローム粒、 1-2cm大ロームプロ 9 ク混入、しまっている。）

6 褐 色土（ローム粒主体、黒色土1立少量含む。）
15. 褐 色 土（ローム粒主体、黒色土粒含む。）

16. 暗褐色土（ローム粒、暗褐色土粒混合層、粒＋細か〈さらさら。）

17 暗褐色土（黒色土粒、暗褐色土粒混合層、粘性あり、しまっている。）

18. 褐 色 土（ローム粒十暗褐色土、粘性あり、しまっている。）

19. 褐 色 七（ローム粒主体、暗褐色士粒少量含む。粘性あり、しまっている。）

固溝覆土 7-9 7. 黒褐色土（ローム粒少量含み、粘性あり、しまっている。）

12-14 7. 黒褐色土 (7に比ベローム粒の割合多し』

8 暗赤謁色土（焼土粒主体、暗褐色色土少量含む。）

9 暗褐色土（黒色土粒、ローム粒少量含、粘性あり、しまっている。）

12 暗褐色土（黒色土粒多く含む。粒子細かく、若干帖件あり。）

13. 暗褐色土（黒色土粕、ローム粒混合層．粘性あり、しまっている）

14 暗褐色土 (13に類似、黒色土粒斑．点状に含む。）

1号溝10.11 10. 暗褐色土（黒色土約、ローム粒混合層、ローム粒斑占状に含む。粘件あり、しまっている。）

11 黒 色 土（ローム粒、少量含む。しまっている。）

第8図 墳丘土層断面図 (S= 1 : 60) 
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I 暗褐色土（表土層、根による侵食層.I
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VI 暗黄褐色＋（ソフトローム漸移層。）＂ 立111・ノフトローム層
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D. 菅地ノ台遺跡（第 9図）

調査の経過 昭和63年12月16日-12月24日にかけて確認調査を実施し、歴史時代、古墳時代の

住居跡等遺構を確認した。今回この内の二遺構について本調査を実施する機会を得られたので平

成元年 3月16日～同年 3月21日の期間をもって調介を行った。 16日、プラン確定のため表土除去

17日1号住遺構調査（覆土掘り下げ）、 2号住プラン確定作業後遺構調査（覆土掘り下げ）

18日1号住セクション実測、床面精査後遺構全景写真撮影、 2号住覆土掘り下げ、 20日1号住

カマド調査、 2号住掘り下げ後壁面精査、セクション実測、 21日2号住床面精査（柱穴、炉跡調

査）、 1、2号住平面実測図作製後器材撤収を行い全作業を終了した。

調査の概要 遣構の確認は、 III層上面において行った。以下 l、2号住について述べる。

(1) 1号住（第 9図）

A4-9 Grにおいて確認したものである。状況は、東壁中央及び住居跡内において直径0.75m程

度の土は（）りし掘り方）によって 3ヵ所攪乱を受けている。時期的には、住居跡に近い覆土なの

で廃絶後まもなくの遺構と考える。住居跡覆土は、黒褐色土主体であるが、北壁付近においては

暗褐色土（ローム粒含む）となりこの層を掘り上げた状況でプランとした。規模は、 5.lmX3.7 

mの長方形を呈する。主軸方向は N-28°-Wである。壁高は、 14-24cm程度で緩やかに立ちあ

かる。床面は、ソフトローム漸移層中で中央～周辺部で堅くよくしまっている。周溝は、西側及

び南側一部において確認している。幅は、 15cm程度で深さはl7-20cm程度を測る。本跡に伴うピ

ソトは南側周溝際で確認されたもので、 45cmの円形で深さは28cmを測る。カマドは、北壁中央よ

りやや西側において確認した。袖部は、淡褐色砂質土を使用している。煙道は、壁を切り込ます

につくられている。明瞭な火床部は確認されなかった。

(2) 2号住（第 9図）

B4-3Grにおいて確認したものである。状況は、 東コーナ一部か立木において確認していない

か概ね良好である。覆土は、黒褐色土を主体としている。規模は、 4.7mX3.9mの隅丸長方形状を

呈する。主軸方向は、 N-40°-Wである。床面は、ハートローム上面でかたくよくしまっている。

壁の立ちあかりは、傾斜をもって立ちあがる。確認面からの深さは、 40-45cmを計測する。ピソ

トは、主柱穴 3、副柱穴 1、他に小穴 5、貯蔵穴（？）状の落ち込み 2を確認した。周溝は確認され

なかった。炉跡は、中央よりやや西の主柱穴に挟まれた位置につくられている。確認面において

は、黒褐色土に焼土粒子を含んだ状況が見られたが、炉底は強く焼けよく使いこまれていた。ま

た中央やや南寄りの位置に直径30cm程度の強く焼けた部位か見られた。

小結 以上概略を述べたが、遺物から考えると 1号住は、 9世紀代、 2号住は、台付甕脚部

や印手系土器との関わりから古墳時代前期初頭前後と考えられる。今後本報告で明らかにしたい。
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図版 1 下高野新山遺跡

遺構確認状況 (H6-12Gr)
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19 



図版2 菅地ノ台遺跡

調査区近景

ヌ、-~ ？` 
．． C 

ふ.,’・’•... ~ .~-,-, ..... 哀:,.,;•. ; ふ:•.. ··• 
ふ... .

. . .. . . ..,...,,  た、今亨髯屯,;:.・ハ.
・ヽ .. • ・' ~··. . .:,.. ざ..・: ... :.~• , . 

；・ ぶ才： :'.'-'!>_~:· 
たな^

, -;,: .. • 
.、●、.·,.• ＊` 
'. 

← 

1号住全景

2号住 出土遺物

20 



図版3 菅地ノ台古墳

2区周溝内遺物出土状況
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図版4 菅地ノ台古墳

北側墳丘封土状況 西側墳丘封土状況

南側墳丘封土状況
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